




平成 +1年 ,月 ,日受付平成 +1年 0月 +*日受理
要約 : PGF,aの単独投与が血中性ステロイドホルモン濃度の動態および腟内生理諸性状に及ぼす影響につい
て検討した 供試動物は 本学家畜繁殖学研究室にて飼育管理されている正常な発情周期を示すミニチュア
ブタ +*頭を用いた PGF,aは クロプロステノル *.,/mgml含有しているものを用いた PGF,a投与は
試験区として  +.*mgの単回投与  *./mgの ,回投与  +./mgの ,回投与  +.*mgの -回投与に
区分し 対照区として生理食塩水投与区とした いずれの投与区においても黄体開花期 Day1 ; 排卵日
Day* より 腟前庭粘膜下へ投与した その結果 PGF,a投与区 においては +頭を除いた他の個体は
+3.1*.1日 MeanSE であった しかし PGF,a投与区およびにおいて 発情周期は排卵日より
+,.-*.-日であり 対照区 +2.1*.3日 と比較して有意 P*.*/ に短縮を示した また これらの投与
区においての腟垢内剥離上皮細胞の出現率および腟内電気抵抗値も正常な個体の発情期と同様の結果を示し
た 以上のことより ミニチュアブタにおいて PGF,a投与により発情周期を短縮させることは可能であり
本法を用いての発情および排卵の同期化へ応用が示唆された











る個体への投与など多岐に渡っている ESTILL et al.1, 2は
PGF,a トロメタミンジノプロストを発情発現日 Day*
より Day/	+,にかけて +,時間間隔で投与を行ったとこ
ろ 発情周期が有意に短縮したと報告している1, 2 また
岩村ら +332 も黄体開花期 Day2	+* ; 排卵日Day*





要であるとしている++ また 仁木ら+,は PGF,a投与部
位の違いによる経産豚の分娩誘起効果を試みている 試験
は PGF,a クロプロステノル を耳根部筋肉内に +./お












いる雌ミニチュアブタ ゲッチンゲン系 ,頭 CSK系
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して生理食塩水 .ml 投与 PGF,a投与区として  +.*
mgの単回投与 *./mgの ,回投与  +./mgの ,回投
与  +.*mgの -回投与に区分した 雄許容最終日を排卵
日 Day* とし 黄体開花期 Day1 に PGF,aを投与し
た 全ての実験区において投与部位は腟前庭粘膜下とし
投与間隔は +,時間とした 採血は 個体を仰臥位に保定
し頚静脈より ,+G注射針を装着したヘパリンナトリウム
加 +*mlシリンジにて採取した また PGF,a投与期間中
は 投与直前を *とし + - 0 +, ,. .2および 0*時
間後に採血した 採取した血液は直ちに遠心分離 -,***
rpm, ,*minし 血漿を得た 得られた血漿は 酵素免疫
測定法 Enzyme Immuoassay ; EIA により 血漿中プ
ロジェステロン 以下 P. およびエストラジオル+1b












に滅菌水で湿した電極棒を約 / cm挿入し 背側の腟壁に
押しつけるようにして 数値が安定するまで +分間保持し





では 発情周期の短縮が認められた 発情持続時間 発情
発現排卵までの期間 においては 全投与区間に差は認
められなかった 投与区において PGF,a投与後の P.
濃度に顕著な変化は認められず対照区 図 +と同様の推
移を示していた 図 , いずれの投与区においても E,濃
度は P.濃度の減少に伴い上昇したが PGF,a投与量が少な
い区において上昇の度合いが緩慢であった また 一度低
下した P.値は 投与区おいて初回投与より 30+,*時
表 + 各投与区における発情発現日および排卵日数
図 + 対照区 生理食塩水投与 における血中ステロイドホル
モン濃度の推移  : P.  : E,  : 投与 : 発情
Day*	排卵日
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間後 Day+++, に約 +*.*ngmlの一時的な上昇が認め
られた 図 - これに反して投与区およびでは 急
激な減少以降 初回投与より .230時間後には +.*ng
ml以下の低値を示し 発情発現まで推移した また 両投
与区の E,濃度は P.濃度の減少に伴い 速やかな上昇が認
められた 図 . / 発情周期が短縮した投与区および
において 腟垢内の剥離上皮細胞の出現率 腟内電気抵
















りも ,回投与の方が 血中の PGF,aの値を長く 高値に保
つことが出来たものと推測される 岩村ら3, +*は +,0*
図 , PGF,a投与区 +.*mgの +回投与 における血中ステロイ
ドホルモン濃度の推移  : P.  : E, : 投与 : 発
情 Day*	排卵日
図 - PGF,a投与区 *./mgの ,回投与 における血中ステロイ
ドホルモン濃度の推移  : P.  : E, : 投与 : 発
情 Day*	排卵日
図 . PGF,a投与区 +./mgの ,回投与 における血中ステロイ




の黄体開花期 Day2+*排卵日Day*に PGF,a +/mg




る 本実験において連続投与区として +./ mgの ,回投与
区および +.* mgの -回投与区を設けたところ 初回投与
より P.濃度は急激な減少を示し +.*ngml以下の値で推
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図 / PGF,a投与区 +.*mgの -回投与 における血中ステロイ
ドホルモン濃度の推移 
 : P.  : E, : 投与 : 発
情 Day*排卵日
図 0 腟垢内剥離上皮細胞の出現率および腟内電気抵抗値の推移
上図 : PG+./mg,回投与区 下図 : PG +.*mg-回投
与区  : 角化有核上皮細胞  : 小有核円形上皮細胞
 : 腟内電気抵抗値  : 発情
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クロプレトを用いた牛血漿中エストラジオル +1bの酵
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The E#ect of Multiple Administration of PGF,a
to Miniature-pig on the Kinetics of Sex Steroid
Hormone and Physiological Property
By
Takeshi KUGE*, Hisataka IWATA**, Takehito KUWAYAMA**
and Yasunori MONJI**
(Received February ,, ,**//Accepted June +*, ,**/)
Summary : In this study we investigated the e#ect of PGF,a administration on the kinetics of sex
steroid hormone and physiological properties of vagina. PGF,a administrations divided into / groups,
(+) +.*mg PGF,a, (,) *./mg, times given of +,hs. interval, (-) +./,, (.) +.*mg-, (/) no treatment
(physiological salt solutionControl) were examined in a total of +* pigs. In all experimental groups,
the concentration of Progesterone (P.) tended to decrease just after PGF,a treatment. But more than
-.*mg PGF,a decreased and kept the concentration of progesterone at less than +.*ng/ml. Estrous
cycle of groups (-, .) were signiﬁcantly shorter than that of group (+), (+,.-*.- days vs. +2.1*.3days,
P*.*/). In addition, vagina physiological properties of group (-, .) were normal. In conclusion,
multiple administration of PGF,a is useful for the synchronization of pig estrous cycle.
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